
「カーボンニュートラル地域モデル処理場計画」の概要

カーボンニュートラルの実現に向けて、下水道の終末処理場において省エネルギー、創エネルギー又は再生可能エネ
ルギーに関する技術の導入等を行う事業について定めた計画を「カーボンニュートラル地域モデル処理場計画」とする。
策定主体は公共下水道管理者又は流域下水道管理者とし、上下水道審議官において登録を行う。
カーボンニュートラルに効果的な技術を集約したショーケースとして全国に普及展開を行うことで、下水道全体の脱炭
素化の推進を図る。
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「カーボンニュートラル地域モデル処理場計画」の要件
1. 終末処理場における省エネルギー、創エネルギー、再生可能エネルギーに関
する技術の導入等を、概ね５年から10年の間で集中的に実施する事業に
係る計画であること。

2. 計画で定める取組が処理場全体に適用されたとした場合において、下水及
び汚泥の処理において消費する電力及び燃料由来のエネルギー量を、下水
汚泥の有効利用等の創エネルギー又は太陽光発電等の再生可能エネル
ギーにより生み出したエネルギー量※が上回る見込みであること。
※下水汚泥と他のバイオマスを一体的に有効利用することで生み出したエネル
ギー、外部に供給したエネルギー及び下水汚泥による肥料利用等、下水道資
源の有効活用による外部でのエネルギー削減量も含む。
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革新的技術 上下水道一体革新的技術実証事業
（AB-Cross）にて実施

創エネ・N2O対策 下水道脱炭素化推進事業（個別補
助）にて集中的に支援

省エネ対策 防災・安全交付金（重点配分項目）
にて優先的に支援

再エネ導入 （地域脱炭素交付金等、他省庁等の
支援ツールの活用を促進）

集中的な支援


